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非核・平和銀座通り　不動の歓迎・激励 ‼

◆参加者　のべ 220 人　◆ペナント　65 本
◆折り鶴　13,160 羽　◆募金　28,736 円
◆世界大会賛同支持　14 人　◆自治体募金　53,000 円
◆日本政府に禁止条約への参加を求める署名　14 筆

①津島市役所→愛西佐織公民館
　→稲沢市平和支所→井堀公民館
　→稲沢市役所→稲沢駅ﾛｰﾀﾘｰ
②蟹江町役場→弥富市役所→飛島村役場

●津島市
津島市の出発集会は、市役所の駐車場で開催。津島コース実行委員長杉

山さんは、核兵器廃絶の鍵は国連憲章がいう紛争の平和的解決だとして外
交努力が必要だと話します。その上で、津島市の非戦非核宣言決議の当時、
自民幹部から「核廃絶に自民も共産もない人類の悲願だ」と努力したこと
が紹介されました。
津島市からは、非戦、非核宣言をされてきたことや、平和のつどいなど

の平和行政について報告。議長からは、広島の被爆者小倉桂子さんの「知
ることが、一番最初の平和運動」を紹介しつつ、体験継承の大切さを話し
ました。敷地内を副市長、議長揃って参加し、この日の平和行進がスター
トしました

◆参加者　のべ 70 人　◆折鶴　3,160 羽
◆ペナント　15 本　◆募金　14,565 円
◆世界大会賛同支持　6 人

津
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歓迎集会では、市から、「平和行進を通じて、平和の願いを広く伝
えることで、悲劇が繰り返されない、人の命が失われない世界の実
現を願います」とした、市長メッセージが紹介されます。議長からは、
父が広島の呉で終戦を迎え、59才の若さで肺がんにより亡くなった
ことを紹介。「いま考えれば、被爆を患っていたと思う」「再び悲惨
なことはあってはならない」と行進団を激励してくれました。
地元代表として、真野市議会議員から、議員からも署名をもらっ

ていることや、中学生の広島派遣事業など、行政と一体に行う平和
活動を紹介。「小さな活動だか、積み重ねていきたい」と語りました。
このコースも、市長代理、議長が参加して平和行進が出発しました。

●愛西市 ◆参加者　のべ 60 人　◆折鶴　2,000 羽
◆ペナント　8 本　◆募金　1,500 円
◆世界大会賛同支持　2　◆署名　議長 1　議員 11
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6/8 のコース

弥富市からは、中学 2年生全員を広島に送っていること、事前学習もしっ
かり行いながら 5カ月間かけて推進している平和行政について報告がありま
した。広島市から原爆パネルを借りて平和パネル展を 8月に開催しているこ
とも紹介がありました。基町高校生徒の原爆絵画もぜひ一緒に行ってほしいと
の要望にも、しっかりメモしていました。

●弥冨市

稲沢市役所前での歓迎集会。副市長と議長からの激励の挨拶。合併
後、非核宣言を上げなおした自治体であることに自負を感じる。平和
行政に対しても、そのうえでいかに進めるかを行政側から聞くのはと
ても気持ちいい。ペナントと協賛金は今年も不動。全国通しの村上さ
ん、県内通しの奥田さんから、感謝のあいさつ。ペナントと折り鶴と

募金などを代表である、村上さん
がうけとってくださった。JR 稲
沢駅前でのまとめ集会は、やはり
スイカのお目見えですね。「おい
しかった」「これから頑張れそう」
と元気な村上さん。稲沢のスイカ
は一度食べたらやみつき。また来たくなるもんねー。尾張健友会からの
挨拶、市会議員の曾我部さんの発言「稲沢でも、アオギリが植樹できる
ようにしたい」とコメント。2人の地元の大学生が、初めて参加した感想。
「戦争反対」「なくそう核兵器」は一致できますと。

●稲沢市
◆参加者　のべ 80 人　◆折鶴　8,000 羽
◆ペナント　36 本　◆募金　12,671 円
◆世界大会支持賛同　2 人
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9:00
武豊町役場→JA愛知知多→半田市役所→新栄町交差点

→阿久比町駅→阿久比町役場→東浦町勤労福祉会館→

東浦町役場→役場東交差点→大府駅→大府市役所

10:05

11:10

14:00 15:05

各ポイントで宣伝

12:15 昼食

町長室で、町長議長からの激励を受けました。沖縄、広島への中学生代
表派遣を行い報告会・報告冊子を行っている平和行政を披露していただき
ました。町長は、「戦争は絶対にいけない。それは体験者から事実を聞く
ことです」と強調。議長からは、黒い雨訴訟の意見書決議を行ったことに
ついて聞かせてもらました。議長は「各議員の立場があるので当然できる
こと、できないことがある。しかししっかり整理し平和行政をすすめたい」
とお話しいただきました。議会からの呼びかけで核禁条約批准求める署名

に新たに 2名の議員から賛同をしてもらい合計 6名になった（議会は 14名）ことが報告されました。

●蟹江町

飛島村は、市と議会の担当課が丁寧に代表団を迎えて対応していただきまし
た。広島の式典への中学生派遣や議員を招いた報告発表会、原爆パネル展の開
催などを紹介していただきまし
た。元村長が広島の大学に通って
いたことから、1か月後に広島へ。
原爆瓦を持ちかえって、原爆パネ
ル展の際に展示していることなど
も紹介されました。

●飛島村

蟹江町、弥冨市、飛島村に表敬訪問を行いました。
3自治体ともに首長、議長からペナント、賛同金、世界大会支持賛同に協力してもらいました。

稲沢コースで毎年恒例のスイカの
差し入れ。稲沢の実行委員会のみ
なさんが用意してくれました！

◆世界大会支持賛同　2 人飛島

◆世界大会支持賛同　2 人弥富

◆世界大会支持賛同　2 人
◆署名　議員 新たに 2 筆蟹江


